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で
も
あ
る
が、
と
き
に
は

者
の
参
加
を
得
て、
毎

本
紙
を
切
り
扱い
た
りコ

回、
実
に
活

発な意
貝
が

ピ
ー
を
つ
くっ
た
り
し

た
た
か
わ
さ
れ
てい
る。

て、
仕
事の
参考
に
す
る

そ
の
点
で、
本
紙
四
月

と
と
も
あ
る。

三
十
日
付
「
口
差
点」
の

今、
私が
か
か
わっ
て

い
る
と
と
の一
つ
に、
わ

が
国
の
英
語
教
育の
在
り

方
に
関
す
る
審
議
会が
あ

る。
具
体
的
に
は
中
曽
根

文
部
大
臣
の
諮
問
に
限え

る
た
めの
「
萎
嬉
導
方

法
等
改
善
の
推
進に
関
す

る
懇
談
会」
で
あり、
私

は
そ
の
座
長
の
任
を
負っ

てい
る
のだ
が、
こ
の
と

乙
ろ
多
く
の
専
門
家
や
識

す
る
g
uρ
いれ
宅

ー中
嶋
嶺
雄

多忙
な日々
に
あっ
て

も、
郷
里
のコ
ミュ
ニ
テ

ィ・
ペ
イパ
ー
で
あ
る
本

紙に
は
必
ず
目
を適
す
生

活
が
続い
てい
る。
ス
ズ

キ・
メ
ソ
1
ド
の
才
能
教

育
研
究
会
関
係
の
記
事
も

多い
し、
北
ア
ル
プ
ス
や

松
本
平
そ
れに

安曇野
の

自
然に
ふ
れ
た
カ
ラ
l
写

真
な
ど
に
心
が
和
む
か
ら

4晶子、
← 
・・�－... � 
－ア‘、
一

“7～ 

「
英
語
と
公
用
語」
と
屈

す
る
浅田
謹
氏
の
意
見
は

R
E
な
も
の
で
あっ
た

が、
昨
日（
五
月
十
六
回）

の
懇談
会
の
席
で
は、
本

紙
四
月
十
九
日
付
の
「
生

き
た
英
語
伸
び
伸
び

い
関
連
につ
い
て、
ス
ズ

と」
とい
う
波
田
小
学
校

キ・
メ
ソ
l
ド
での
体験

の
「
松
風
プ
ラ
ン」
国
際

をふ
・まえ
て
発
言
し
た。

理

解教育
の
記
事
をコ
ピ

ま
だ
審
議
の
途
中
で
あ

ー
し
て、
北
ア
ル
プ
ス

り、

結
論的な
こ
と
を申

山一の
田
舎
での
成
功
例

し
よ
げ
る
と
と
は
でき
な

「
生
き
た
英
語」

と

『
市
民
タ
イ
ム
ス
』

と
し
て

出席者
全員
と
文

部
省
の
関
係
者
に
お
配
り

し、
審
議
の
参
考
に
さ
せ

てい
た
だい
た。

同
時
に
私は、
外
国
語

の
早
期
教
育
と
音
楽
の
早

期
教
育
と
の
き
わ
め
て
高

い
が、
報
道
陣
に
も
公開

さ
れ
てい
る
懇
談会
なの

で、
マ
スコ
ミ
の
報
道
は

素
早
く、
今
朝（
十
七
日）

の
朝
刊に
は
「
小
ーか
ら

英
会
話
授
業」
な
ど
の
見

出
し
で
「
でき
る
だ
け早

い
段
階
で、
楽
しみ
なが

ら
取
り入
れ
る
よ
う
に」

鼠
見が一
致
し
た
旨
が
報

じ
ら
れ
てい
た。

平
成
十四
年
度か
ち
導

入
さ
れ
る
新
しい
学
習
指

導
要
領
の「
総
合
的な
学

習
の
時
間」
を
活
用し、

国
際
理
解
教
育の一
環
と

し
て
早い
時
期
か
ら
英
語

に
親
し
むのが
効果
的
た

とい、つ方向
で
あ
るが、

英
語

の指導
方法
に
関し

て
は、
中
学
校、
高
校そ

れ
に大
学入
試
と大
学で

の
英
語
教
育
に
闘
し
で

も、
抜
本
的
な
改
善
を
必－

要
とレ
てい
る。
と
くに

大
学で
の英
語
教
育に
関

し
て
は、「
英
語
を
学
ぶ」

で
はな
く、
「
英
語
で
学

ぶ」
方
向へ
の
転
換が
迫

ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う。も
と
より、
乙
の
よ
う

な
英
語
教
育
の
改
善
と
日2

本
が
英帽

を第二
公
用
語

に
すべ
き
か
ど
う
か
の
閥

題
は、
まっ
た
く別個
の
崎

課
題と
し
て、

慎
重
に
論
一

じ
ら
れ
ね
ば
な
らない
と
か

私
は考
え
てい
る。

一ヲ

（
東京
外
国
語
大
学
長IH
－－－

松
本市
出身）
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